2030 年のSDGs 達成へ向けた市民レベルでの取組みの課題と今後の方向性に関する考察～松戸市消費生活展でのパネル展示による事例から～ by 佐藤 秀樹
99
1. 背景と課題
　2015 年 9 月，国連が 193 ヵ国の合意の下，市
民団体等の意見を取入れてボトムアップ形式で採
択された持続可能な開発目標（SDGs：Sustain-
able Development Goals）は，2030 年までに解
決していくべき社会，経済，環境の諸課題に対処
していくための世界共通のゴールが掲げられてい








　開発途上地域と呼ばれる国々では，1 日 1.90 ド
ル以下で暮らす貧困層が 7 億 3,600 万人存在し，
経済的な貧困は世界の深刻な重要課題である（1）。
特に，低所得者層の中でも，その影響を大きく受





　国連が 2015 年 9 月に持続可能な開発目標（SDGs）を定めてから，4 年が経過した（2019 年 11 月末日時点）。
国際機関，政府や大企業等では SDGs を意識したシンポジウムやセミナーが各地で開催され，2030 年の SDGs
達成へ向けての普及啓発が進んでいるように見える。しかしながら，SDGs のスローガンは「誰ひとり取り残さ
ない」であり，社会的弱者を含む市民を対象とすることを忘れてはいけない。そして，SDGs の目標 1～17 を達
成するためには，地球市民一人ひとりの SDGs の考え方に対する理解と実際の行動へつなげていくことが不可欠
である。本研究では，SDGs を市民レベルで促進していくために，2019 年 10 月 4 日～6 日に渡って松戸市で開
催された「第 46 回松戸市消費生活展」にて SDGs パネルを作成・展示し，来場者（市民）と出展団体の担当者










　2019 年 11 月 30 日受付
　*  江戸川大学　現代社会学科講師　環境教育，環境社会学，
国際地域開発学など











は約 1 割。うち 3 分の 2 は女性（2016 年）」，目
標 6 は「世界の 5 人に 2 人は自宅にせっけんと水
道を備えた設備を持たず，約 10% は飲料水サー











な状況の中，2019 年 6 月，SDSN（持続可能な開
発ソリューション・ネットワーク）は，日本にお











（57.3 → 64.9 ポイント）」，「目標 13：気候変動に
具体的な対策を（85.2 → 90.4 ポイント）」，「目標
7：エネルギーをみんなにそしてクリーンに
（88.3 → 93.4 ポイント）」等が挙げられる。これ
らの各目標の達成結果を踏まえ，日本の 2019 年
図 1　日本 SDGs達成度推移（ポイント）
上段は 2018 年，下段は 2019 年の達成度
出所：一般社団法人英語 4 技能・探究学習推進協会
　　　https://esibla.or.jp/info/2019-sdsn-ranking/
　　　2019 年 12 月 25 日アクセス
図 2　2019年 SDGs達成度上位 20ヵ国（ポイント）
　　出所：一般社団法人英語 4 技能・探究学習推進協会
　　　　　https://esibla.or.jp/info/2019-sdsn-ranking/
　　　　　2019 年 12 月 25 日アクセス
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の SDGs 達成度は 162 カ国中，前年と変わらない
世界 15 位となっている（図 2）。
　前記の達成状況から，特に，政府，大手企業や































































（2019 年 10 月 6 日佐藤秀樹撮影）











（2019 年 10 月 5 日佐藤秀樹撮影）



















































































































5 廃食用油回収して BDF へ NPO 法人松戸エコマネー「アウル」の会
6 2030 へ SDGs をみんなで！ まつど地域活躍塾つながりの会
7 食の安全は，心の安心に繋がる 食の安全安心を考える市民の会
8 私たちの買い物で変えられる未来 生活協同組合コープみらい千葉県本部
9 耐震は重要，壊れたら大変だ NPO 法人すまいの応援団
10 災害に対する家庭での備え RKU ファイヤーファイターズ
11 スリムな暮らし，ごみダイエット 生活クラブ生活協同組合・松戸プリムラの会
12 住みなれた場所で暮らしの安心を 認定 NPO 法人東葛市民後見人の会松戸支部
13 成年年齢が引き下がります 消費生活モニター





※ No. 16, 17, 18 は協賛団体。
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表 2　私と SDGsとのつながりに関するシートのとりまとめ結果
出所：シートへの記載結果より筆者作成。












うに，目標 14 は日本における SDGs の各目標の
中でも達成度が低いため（53.6 ポイント），取組
むべき重要な目標の一つであると言える。また，





























































1． あなたは，これまで SDGs（Sustainable Develop-
ment Goals, 持続可能な開発）という言葉を聞い
たことがありましたか ?
はい：14 人　　いいえ：5 人　　無回答：1 人
出所：アンケート結果より筆者作成。
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表 3-2　SDGsで関心のある上位 3つの目標とその理由
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SDGs の 17 の目標のつながりを十分に考慮して
自分ごととして行動する必要がある。
⑵　農業と食べもの




















































1092030 年の SDGs 達成へ向けた市民レベルでの取組みの課題と今後の方向性に関する考察 
表 5　地域と企業
1．子ども食堂について知っていましたか ?













































































































はい：13 人　　いいえ：4 人　　無回答：3 人
3． 今回のパネルを見て，クリーンな電力会社の電気に切り替えてみようと思い
ましたか ?
はい：11 人　　いいえ：5 人　　無回答：4 人
すでにクリーンな電力会社の電気を使用している：0 人
出所：アンケート結果より筆者作成。




●回答者 1 ●回答者 7
地域（住んでいる場所）： 松戸市内　年代：60 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市小山　年代：60 代
課題： 緑地の減少（農地，樹林地，空き地）。 課題： 乗り物。
理由： 温暖化，景観の悪化，防災の視点から。 理由： 老化（買物弱者）
●回答者 2 ●回答者 8
地域（住んでいる場所）： 松戸市新松戸　年代：10 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市内　年代：80 代





●回答者 3 ●回答者 9
地域（住んでいる場所）： 船橋市　年代：10 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市小金原　年代：60 代
課題： 農家数の減少，高齢社会。 課題： 少子高齢。
理由： 農業は大切だが，継承ができていない。 理由： 記載なし。
●回答者 4 ●回答者 10
地域（住んでいる場所）： 我孫子市　年代：10 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市岩瀬　年代：70 代
課題： 手賀沼が汚い。 課題： 子どもたちの遊ぶ，土のある広場が少ない。
理由： みんなできれいにしていこうという意識が低い。 理由： 子どもが騒ぐ声が聞こえないから。
●回答者 5 ●回答者 11
地域（住んでいる場所）： 松戸市内　年代：40 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市内　年代：30 代
課題： ゴミ。 課題： 子どもの虐待やネグレスト。
理由： 人口が多いため。 理由： 身近にそのような疑いのある子どもがいるから。
●回答者 6 ●回答者 12
地域（住んでいる場所）： 松戸市内　年代：50 代 地域（住んでいる場所）： 松戸市小金地区　年代：70 代




































は，10 月 5 日，6 日の 2 日間に渡り多くの来場者
（市民）が訪れたが，今回の私と SDGs とのつな
表 8　第 46回消費生活展～くらしフェスタ松戸アンケート
 実施日：2019 年 10 月 5 日・6 日　回答者 427 人
どのコーナーに興味を持ちましたか ?（該当するものいくつでも）
No 出展団体 人数
1 松戸市立松戸高等学校生物部・ホームプロジェクト部 126 人
2 千葉県立小金高等学校生物部 143 人
3 松戸市消費者の会 139 人
4 松戸検察審査協会 110 人
5 NPO 法人松戸エコマネー「アウル」の会  93 人
6 まつど地域活躍塾つながりの会  87 人
7 食の安全安心を考える市民の会 110 人
8 生活協同組合コープみらい千葉県本部 101 人
9 NPO 法人すまいの応援団  61 人
10 RKU ファイヤーファイターズ  50 人
11 生活クラブ生活協同組合・松戸プリムラの会  98 人
12 認定 NPO 法人東葛市民後見人の会松戸支部  54 人
13 消費生活モニター  72 人
14 NPO 法人せっけんの街 109 人
15 消費生活センター  69 人
16 公益財団法人　松戸みどり花の基金  28 人
17 京葉ガス株式会社  41 人
18 千葉県西部防災センター  68 人
19 未回答  17 人
出所：第 46 回松戸市消費生活展実行委員会の資料に基づいて筆者作成。









































































（ 1 ） 2015 年の世界銀行の貧困に関するデータ。
  https：//www.worldbank.org/ja/news/
feature/2014/01/08/open-data-poverty （2019 年
11 月 25 日アクセス）。
（ 2 ） 関東経済産業局・一般財団法人日本立地セン
ター「中小企業の SDGs 認知度・実態等調査
（WEB アンケート調査）」2018 年 12 月。https：
//www.kanto.meti.go.jp/seisaku/seichou/sdgs_
ninchido_chosa.html （2019 年 11 月 25 日時点）。
（ 3 ） 朝日新聞社が東京・神奈川県に暮らす 3,000 人
を対象として実施した調査結果。
  ht tps：//mira imed ia . asah i . com/sdgs_
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survey04/（2019 年 11 月 25 日アクセス）。
（ 4 ） 第 46 回松戸市消費生活展の展示会場での来場
者に対する説明は，2019 年 10 月 5 日，6 日の 2
日間に渡って行われた。2019 年 10 月 4 日は，午
後から一般社団法人エシカル協会代表理事の末吉
里花氏により，「合言葉は SDGs! みんなで考えよ
う地球の未来」をテーマに，1 時間 30 分程の講
演が行われた。













4 枚とその半サイズ 2 枚，計 6 枚まで展示が可能
となった。







（ 8 ） 本表は下記のウエブサイト，並びに松戸市役所
第 46 回松戸市消費生活展を紹介する冊子により
筆者が作成した。
  松戸市役所第 46 回松戸市消費生活展～くらし
フェスタ松戸～ 
  https：//www.city.matsudo.chiba.jp/smph/
k u r a s h i / s y o u h i s e i k a t u / o s h i r a s e /
syohiseikatsuten.html （2019 年 11 月 25 日アクセ
ス）。
（ 9 ） ①～⑧の回答項目は，特定非営利活動法人地球
の木が作成した「マジカルバナナ（2010 年 7 月








日本経済新聞 朝刊 28 面 「SDGs/CSR Frontier 日経
SDGs 経営大賞」2019 年 12 月 26 日．
